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10
月
25
日
、「
北
海
道
た
ね
の
会
」（
以
下

「
た
ね
の
会
」と
略
。
久
田
徳
二
代
表
）が

主
催
し
た
、
種
子
条
例
を
め
ぐ
る
道
民
と

道
農
政
部
と
の
意
見
交
換
会
。
道
央
圏
の

生
産
農
家
や
消
費
者
、
農
業
団
体
や
自
治

体
の
関
係
者
ら
を
中
心
に
１
０
０
人
余
り

が
参
加
し
た
が
、「
素
案
」の
対
象
作
物
の

決
め
方
に
対
す
る
疑
問
や
、
民
間
参
入
に

よ
っ
て
遺
伝
子
組
み
換
え（
Ｇ
Ｍ
）作
物
の

種
子
が
生
産
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
す
る
声

が
相
次
い
だ
。

「
種
子
法
の
廃
止
に
は
、
Ｇ
Ｍ
作
物
の
種

子
を
販
売
す
る
企
業
を
、
日
本
の
種
子
市

場
に
参
入
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
。

『
主
要
農
作
物
等
』に
菜
種
が
入
っ
て
い
な

い
が
、（
米
国
に
本
社
が
あ
っ
た
多
国
籍
バ

イ
オ
化
学
企
業
の
）モ
ン
サ
ン
ト
は
Ｇ
Ｍ

菜
種
を
開
発
し
、
北
海
道
に
導
入
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
る
。（
道
が
農
業
を
）防
衛

す
る
気
が
あ
る
の
な
ら
、（
ノ
ン
Ｇ
Ｍ
の
）

種
子
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
菜
種
、
優
良
作

物
と
し
て
も
期
待
で
き
る
亜
麻
を
戦
略
作

物
と
捉
え
、『
等
』の
な
か
に
入
れ
る
こ
と

が
必
要
だ
」

　

と
、
戦
略
的
な
視
点
の
必
要
性
を
指
摘

し
た
の
は
、
農
業
経
済
学
者
の
三
島
徳
三

さ
ん（
北
大
名
誉
教
授
）。

　

別
の
参
加
者
か
ら
は
、「
国
は
今
後
、
農

業
系
の
大
学
に
特
別
な
予
算
を
出
し
、
国

内
で
Ｇ
Ｍ
作
物
の
教
育
・
研
究
を
し
て
い

く
と
聞
く
。（
育
種
機
関
か
ら
）大
学
に
研

究
用
と
し
て
提
供
し
た『
ゆ
め
ぴ
り
か
』な

ど
北
海
道
が
誇
る
品
種
を
基
に
、
他
県
で

Ｇ
Ｍ
品
種
が
作
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
は
」と
、
研
究
用
種
子
の
提
供
に
慎
重

な
対
応
を
求
め
る
声
も
あ
っ
た
。

　

先
月
号
で
筆
者
は
、「
対
象
作
物
の
選
定

に
あ
た
っ
て
は
、
例
え
ば
本
道
の
耕
地
面

積
や
生
産
高
が
一
定
の
比
率
を
超
え
る
も

の
に
す
る
な
ど
、
分
か
り
や
す
い“
物
差

し
”が
必
要
だ
ろ
う
」と
指
摘
し
た
。

　

意
見
交
換
会
を
主
催
し
た「
た
ね
の
会
」

で
は
、
道
が
認
定
し
た
優
良
品
種
を“
物

差
し
”に
す
る
よ
う
提
案
し
て
い
る
。
だ

が
、
認
定
さ
れ
た
３
３
３
の
優
良
品
種
の

う
ち
、
条
例
の
対
象
に
な
る
の
は
85
品
種

で
、
全
体
の
４
分
の
１
に
す
ぎ
な
い
。

　

農
林
水
産
省
の
統
計
な
ど
を
基
に
道
農

政
部
が
ま
と
め
た
資
料
に
は
、
生
産
量
で

本
道
が
全
国
一
の
農
畜
産
物
と
し
て
小
麦

や
大
豆
、
馬
鈴
薯（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）、
甜
菜

（
ビ
ー
ト
）、
玉
ね
ぎ
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、

生
乳
、
牛
肉
な
ど
15
品
目
を
挙
げ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
の
条
例
の
対
象
作
物
に

は
、
馬
鈴
薯
や
甜
菜
、
野
菜
、
家
畜
に
食

べ
さ
せ
る
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
牧
草

な
ど
が
入
っ
て
い
な
い
。

　

大
豆
の
作
付
面
積
４
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
よ

り
も
多
い
、
馬
鈴
薯（
５
・
１
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
）や
甜
菜（
５
・
９
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）、

飼
料
作
物（
59
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）は「
主
要

農
作
物
等
」か
ら
除
外
さ
れ
た
。
そ
の
一

方
で
、
大
豆
の
作
付
面
積
の
１
～
４
％
に

す
ぎ
な
い
エ
ン
ド
ウ（
４
２
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
）や
大
麦（
１
６
９
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
）は

対
象
作
物
に
な
っ
て
い
る（
注
＝
数
値
は

16
年
実
績
）。
こ
れ
は
、
北
海
道
農
業
の

実
態
か
ら
乖
離
し
た
対
象
作
物
の
選
び
方

で
は
な
い
か
。

　

本
道
を
代
表
す
る
作
物
と
し
て
消
費
者

に
よ
く
知
ら
れ
、
輪
作
体
系
を
維
持
す
る

上
で
も
重
要
な
作
物
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

き
た
、
馬
鈴
薯
を
例
に
見
て
み
よ
う
。

ルポライター
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「種子法」廃止と北海道農業の行方（その 7）

～道条例の「素案」に懸念の声～
種
子
法
の
廃
止
を
受
け
た
新
た
な
道
条
例
の「
素
案
」が
ま
と

ま
り
、
従
来
の
稲
・
麦
類
・
大
豆
の
ほ
か
、
小
豆
・
イ
ン
ゲ
ン
、

エ
ン
ド
ウ
・
ソ
バ
の
４
品
目
を
対
象
作
物
に
加
え
る
方
向
が

示
さ
れ
た
。
だ
が
、「
主
要
農
作
物
等
」の
定
義
づ
け
は
曖
昧
で
、

補
助
金
絡
み
で
策
定
さ
れ
た「
要
綱
」を
転
写
し
た
内
容
に
す

ぎ
な
い
。
主
力
作
物
の
馬
鈴
薯
や
甜
菜
、
野
菜
、
飼
料
作
物

は
対
象
か
ら
抜
け
落
ち
、
在
来
種
の
保
護
や
自
家
採
種
の
権

利
に
関
す
る
記
述
も
な
い
。
市
民
団
体
主
催
の
道
と
の
意
見

交
換
会
で
は
、
種
子
生
産
へ
の
民
間
参
入
に
対
す
る
懸
念
の

声
も
相
次
い
だ
。
将
来
の
本
道
農
業
に
対
す
る
哲
学
も
希
薄

で
、
知
事
の
退
任
に
合
わ
せ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
消
化
の
色
彩

が
濃
い
。
こ
こ
は
原
点
に
戻
り
、
制
定
前
に
道
民
に
対
す
る

説
明
の
場
を
つ
く
り
、
合
意
形
成
に
努
め
る
べ
き
だ
。

　

高
橋
は
る
み
知
事
の
在
任
中
の
条
例
制

定
を
め
ざ
す
道
は
、
10
月
９
日
の
道
議
会

に「
主
要
農
作
物
等
の
種
子
生
産
に
関
す

る
条
例（
仮
称
）」の「
素
案
」を
示
す
一
方

で
、
10
月
11
日
か
ら
１
カ
月
間
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
も
進
め
た
。「
素

案
」で
は
、
こ
れ
ま
で
対
象
作
物
と
し
て

い
た
稲
・
小
麦
・
大
麦
・
大
豆
の
ほ
か
に
、

小
豆
・
イ
ン
ゲ
ン
・
エ
ン
ド
ウ
・
ソ
バ
の

４
品
目
を
新
た
に
追
加
し
、「
主
要
農
作

物
等
」と
位
置
づ
け
条
例
の
対
象
に
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
８
品
目
は
す
で
に
道
の

要
綱
・
要
領
の
対
象
作
物
に
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
条
例
に
写
し
取
っ
た
だ
け
の
内
容

に
す
ぎ
な
い
。

既
存
の「
要
綱
」の
対
象
作
物
を

条
例「
素
案
」に
転
写
し
て
示
す

▲道農政部の担当者（右）から「種子条例」に対する公
開質問状の回答を聞く「たねの会」の人たち（10 月９
日、道庁で）

◀道内の作付面積 12 万ヘクタール、農業産出額第
14 位──条例の対象作物になる見込みの小麦の収穫
風景

道
民
不
在
で
生
煮
え
の
条
例
づ
く
り

将
来
の
世
代
に
誇
れ
る
内
容
目
指
せ

「北海道たねの会」が主催した種子条例をめぐる道農政部と道民との意見交換会。道央圏の人たちを中心に、主催者の予想を上回る 100 人余
りが参加した。対象作物の選び方に対する意見が相次ぎ、遺伝子組み換え（ＧＭ）作物の侵入を危惧する声も。条例制定までの間に、道自身
が各地でこうした場を設けることが必要だ（10月 25 日、札幌市内で）

道
内
５
位
の
農
業
産
出
額
を
誇
る

ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
対
象
か
ら
除
外
へ
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「
主
要
農
作
物
」の
よ
う
に
用
語
の
使
い
分

け
が
な
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
な
ど
、
一
般

の
道
民
に
は
き
わ
め
て
理
解
し
に
く
い

「
素
案
」に
な
っ
て
い
る
。

　

玉
ね
ぎ
の「
札
幌
黄
」、
八
列
ト
ウ
キ
ビ
、

黒
千
石
大
豆
、
小
麦
の「
ル
ル
ロ
ッ
ソ
」な

ど
在
来
種
や
地
域
限
定
品
種
の
保
護
や
、

日
本
も
加
盟
す
る
植
物
遺
伝
資
源
に
関
す

る
国
際
条
約
に
明
記
さ
れ
た
自
家
採
種
の

権
利
に
つ
い
て
、「
素
案
」は
何
も
言
及
し

て
い
な
い
。

　

道
は
、「
食
の
安
全
・
安
心
条
例
」に
基

づ
く
地
産
地
消
の
推
進
施
策
の
な
か
で
在

来
種
や
地
域
限
定
品
種
に
対
応
す
る
意
向

は
示
し
た
が
、
新
た
な
種
子
条
例
に
盛
り

込
む
意
欲
は
な
い
よ
う
だ
。
前
向
き
な
姿

勢
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

　

道
は
、
種
子
条
例
の
対
象
と
な
る「
主

要
農
作
物
等
」の
定
義
を
曖
昧
に
し
た
ま

ま
、
道
議
会
や
北
海
道
農
業
・
農
村
振

興
審
議
会
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
良
し
と
し

て
、
高
橋
知
事
の
任
期
に
合
わ
せ
た
制
定

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
描
く
。
11
月
９
日
に
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
を
終
え
る
と
、

12
月
の
審
議
会
や
道
議
会
で
の
答
弁
や
意

見
聴
取
を
行
な
い
、
来
年
早
々
に
は
道
法

制
文
書
課
に
よ
る
条
例
審
査
に
臨
む
予
定

と
い
う
。
こ
ん
な
生
煮
え
で
旧
態
依
然
の

条
例
づ
く
り
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

や
や
古
い
話
に
な
る
が
、
堀
達
也
知
事

時
代
の
１
９
９
６
年
に
制
定
さ
れ
た「
北

海
道
環
境
基
本
条
例
」の
ケ
ー
ス
を
参
考

に
し
て
は
ど
う
か
。

　

道
は
当
初
、
旧
来
の
手
法
で
条
例
づ
く

り
を
進
め
よ
う
と
し
た
が
、
市
民
団
体
の

問
題
提
起
を
受
け
、
道
民
意
見
の
聴
取
や
、

集
約
し
た
意
見
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
積

極
的
に
行
な
っ
た
。
市
民
側
は
道
議
会
保

健
環
境
委
員
会
の
議
員
を
招
い
た
対
話
集

会
を
開
き
、
同
委
員
会
も
環
境
関
係
団
体

か
ら
の
意
見
聴
取
を
実
施
。
庁
内
10
部
局

　

北
海
道
の
農
業
産
出
額（
総
額
１
・
２

兆
円
。
別
掲
の
図
を
参
照
）の
上
位
５
品

目
は
、
生
乳
、
米
、
乳
牛
、
肉
用
牛
、
馬

鈴
薯
。
14
位
の
小
麦
の
産
出
額
の
５
倍
に

あ
た
る
７
８
０
億
円
を
馬
鈴
薯
が
稼
ぎ
出

す（
16
年
実
績
）。
現
在
、
42
品
種
が
道
の

優
良
品
種
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
３

分
の
１
に
あ
た
る
14
品
種
は
道
の
農
業
試

験
場
が
育
成
し
た
も
の
だ
。

　

道
は
、
種
馬
鈴
薯（
種
イ
モ
）の
生
産
販

売
取
締
条
例
を
制
定
し
、
原
種
の
生
産
計

画
を
作
成
し
た
り
、
国
に
よ
る
検
査
の
補

助
員
と
し
て
健
全
な
種
イ
モ
か
ど
う
か
調

べ
る
な
ど
、「
条
例
に
基
づ
い
て
、
し
っ
か

り
関
与
し
な
が
ら
種
馬
鈴
薯
を
作
っ
て
い

る
」（
山
野
寺
元
一
・
農
産
振
興
課
長
）と

い
う
。
こ
の
よ
う
に
馬
鈴
薯
は
、
行
政
や

生
産
農
家
、
消
費
者
と
の
関
わ
り
が
大
き

い
作
物
で
あ
る
。

　

北
海
道
農
業
・
農
村
振
興
審
議
会
な
ど

で
道
は
、
条
例
か
ら
除
外
す
る
理
由
と
し

て
、「
植
物
防
疫
法
で
種
イ
モ
の
品
質
確
保

な
ど
を
規
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
道
の

生
産
販
売
取
締
条
例
で
規
制
し
て
き
た
」

と
説
明
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
取
締
条
例
に
は「
素
案
」で
示

し
た
よ
う
な「
道
の
責
務
」「
優
良
品
種
の

認
定
等
」「
財
政
上
の
措
置
」な
ど
の
規
定

は
な
い
。
こ
う
し
た
説
明
は
、
審
議
会
の

委
員
や
道
民
を
ミ
ス
リ
ー
ド
す
る
も
の
で

は
な
い
か
。

　

前
出
の
意
見
交
換
会
で
も
、「
植
物
防
疫

法
に
よ
る
規
制
が
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
、
有

害
な
病
害
虫
に
関
す
る
こ
と
。
わ
た
し
た

ち
が
望
ん
で
い
る
の
は
、
国
が
や
っ
て
い

る
種
イ
モ
の
管
理
に
道
が
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
か
と
い
う
話
で
す
」と
、
道
の
説

明
を
疑
問
視
す
る
声
が
出
さ
れ
た
。

　

条
例
づ
く
り
に
携
わ
る
道
の
担
当
者
に

は
、「
主
要
農
作
物
等
」の
定
義
を
は
っ
き

り
さ
せ
、
既
存
の
要
綱
な
ど
を
転
写
す
る

だ
け
の
条
例
で
は
な
く
、
本
道
農
業
の
10

年
、
20
年
先
の
姿
を
視
野
に
入
れ
た
確
固

た
る
哲
学
が
求
め
ら
れ
る
。

「
素
案
」で
は
、
一
部
の
地
域
で
し
か
栽
培

さ
れ
て
い
な
い
品
種
で
、
実
需
者
か
ら
一

定
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
地
域
で
種
子
生
産

が
で
き
る
品
種
な
ど
に
つ
い
て
、「
農
協
な

ど
の
民
間
事
業
者
が
生
産
す
る
仕
組
み
を

構
築
す
る
」と
の
方
向
を
示
し
た
。

　

こ
の「
民
間
事
業
者
」に
つ
い
て
、
道
は

「
農
協
の
系
統
団
体
を
念
頭
に
置
い
た
も

の
」と
説
明
す
る
が
、「
Ｇ
Ｍ
作
物
の
開
発

に
関
係
す
る
企
業
が
参
入
す
る
余
地
を
残

Ｇ
Ｍ
関
連
企
業
の
参
入
を
懸
念
し

「
民
間
事
業
者
」め
ぐ
り
不
安
の
声

タ
イ
ト
す
ぎ
る
制
定
プ
ロ
セ
ス

道
民
の
意
見
を
聴
き
合
意
形
成
を

か
ら
関
係
職
員
30
人
が
出
席
し
て
市
民
と

の
意
見
交
換
会
も
開
か
れ
た
。
道
の
担
当

職
員
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
出
来
る
の
で
あ

る
。

「
た
ね
の
会
」事
務
局
長
の
安
川
誠
二
さ
ん

に
よ
る
と
、
10
月
中
旬
、
町
内
会
に
関
す

る
条
例
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
札
幌
市
は

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、
約
２
０
０
人
の

市
民
が
同
条
例
の「
素
案
」を
め
ぐ
っ
て
議

論
を
深
め
た
と
い
う
。

「
本
来
で
あ
れ
ば
、
種
子
条
例
も『
た
ね
の

会
』が
一
般
市
民
と
道
農
政
部
と
の
意
見

交
換
の
場
を
設
け
る
だ
け
で
な
く
、
札
幌

市
の
よ
う
に
当
事
者
自
ら
が
主
催
し
、
直

接
道
民
か
ら
意
見
を
聞
く
べ
き
で
す
」

　

と
、
安
川
さ
ん
が
力
を
込
め
る
。
同
会

で
は
、「
素
案
」に
対
す
る
20
項
目
ほ
ど
の

公
開
質
問
状
を
ま
と
め
、
11
月
中
旬
に
も

道
に
提
出
す
る
予
定
だ
。

「
ど
の
作
物
の
種
子
を
条
例
の
対
象
に
す

る
の
か
─
─
。
そ
れ
に
は
、
将
来
の
北
海

道
農
業
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
き
、
育
種
や

生
産
の
現
場
、
流
通
や
消
費
に
関
わ
る
人

た
ち
、
道
民
の
意
見
な
ど
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
決
め
て
い
く
の
が
基
本
に
な
る
。
種

子
に
関
す
る
基
本
条
例
な
の
だ
か
ら
、
成

案
を
ま
と
め
る
に
は
最
低
で
も
１
年
は
か

か
る
の
が
普
通
で
あ
る
…
…
」

　

と
、
筆
者
は
先
月
号
に
書
い
た
。

　

人
類
の
共
有
財
産
で
あ
る
種
子
が
な
け

れ
ば
人
間
は
生
き
て
い
け
な
い
。
補
助
金

絡
み
で
作
ら
れ
た
要
綱
や
要
領
に
基
づ
い

て
対
象
作
物
を
決
め
た
り
、
既
存
の
制
度

の
綻
び
を
放
置
し
た
ま
ま
事
を
進
め
る
と

い
う
選
択
は
、
あ
ま
り
に
安
直
で
は
な
い

か
。
自
治
体
の
最
高
規
範
で
あ
る
条
例
づ

く
り
を
通
し
て
、
自
ら
の
仕
事
の
あ
り
方

を
検
証
す
る
真
剣
さ
が
ほ
し
い
。

　

今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
。
条
例
制
定
に

至
る
ま
で
の
間
に
、
道
内
各
地
で
丁
寧
な

説
明
の
場
を
設
け
て
道
民
の
意
見
に
真
摯

に
耳
を
傾
け
、
合
意
形
成
を
図
る
な
か
で

将
来
の
世
代
に
誇
れ
る
よ
う
な
内
容
に
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

※筆者のＨＰ「滝川康治の見聞録」https://takikawa-essay.com/ に本シリーズの過去記事を収録しています。ご参照ください。

意見交換会に参加した道民の質問・意見に答える道農政部
の担当職員

出荷の時を待つ道産米の「ふっくりんこ」（函館市内で）

本道の農業産出額第５位、主力作物になっている馬鈴薯の収穫風景
（十勝管内士幌町で）

図．北海道の農業産出額
（出典：北海道農政事務所作成資料）

す
の
で
は
な
い
か
」と
の
疑
念
を
抱
く
人

も
い
る
。
先
の
意
見
交
換
会
で
も
、

「
農
水
省
が
許
可
を
出
す
こ
と
で
、
今
後
、

モ
ン
サ
ン
ト
な
ど
の
息
が
掛
か
っ
た
除
草

剤
や
Ｇ
Ｍ
作
物
を
認
め
て
い
く
可
能
性
が

高
い
。
道
の
Ｇ
Ｍ
規
制
条
例
だ
け
で
守
り

き
れ
る
の
か
」（
生
産
農
家
）

「
Ｇ
Ｍ
品
種
な
ど
が
北
海
道
に
向
か
な
い

の
は
寒
冷
地
特
有
の
気
候
が
あ
っ
た
か
ら

で
は
な
い
か
。（
温
暖
化
で
）本
州
と
同
じ

気
候
に
な
る
と
、
民
間
企
業
が
作
っ
た
品

種
が
入
り
や
す
く
な
る
。
種
子
条
例
で
も

規
制
を
か
け
て
ほ
し
い
」（
消
費
者
）

　

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。

　

Ｇ
Ｍ
作
物
問
題
で
は
、
道
の
規
制
条
例

が
功
を
奏
し
て
過
去
10
数
年
間
、
一
般
栽

培
の
許
可
申
請
は
１
件
も
出
て
い
な
い
。

一
方
で
近
年
、
道
内
の
Ｇ
Ｍ
作
物
推
進
グ

ル
ー
プ
が
道
総
研
に
対
し
、
農
業
試
験
場

で
Ｇ
Ｍ
甜
菜
を
試
験
的
に
栽
培
す
る
よ
う

要
望
し
た
経
緯
は
あ
る
。
道
総
研
は
関
心

を
示
さ
な
か
っ
た
と
聞
く
が
、
研
究
機
関

で
の
試
験
栽
培
は
違
法
で
は
な
い
だ
け
に
、

こ
う
し
た
動
き
を
ど
こ
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
で

き
る
の
か
と
い
う
問
題
は
残
る
。

　

ま
た
、「
骨
子
案
」の
段
階
で
は
見
ら
れ

な
か
っ
た「
品
種
育
成
者
」や「
種
子
生
産

者
」「
ほ
場
経
営
者
」と
い
っ
た
用
語
が
新

た
に
登
場
し
た
り
、「
主
要
農
作
物
等
」と


